













































	 そこで本論文では、CW における PDCA サイクルに関連する既存の行動随伴
性を調査した上で、行動随伴性に沿った問題解決スキル促進システム
（Problem Solving skills Promotion System：以下，PSPS）を OBM の観点
から開発および導入した。PSPS によって児童養護施設の CW が主体的に
PDCA サイクルに基づいて入所児支援を実施・維持・般化できるか、また、入
所児の支援目標が達成されるか検討することを主な目的とした。本研究の目的















	 研究Ⅱでは、児童養護施設入所児 1 名と担当 CW を対象に機能的行動アセス
メント（Functional Behavior Assessment：以下，FBA）と行動の生起・非生
起に関する◯✕記録を導入して事例研究を行い、以下の 3 点を明らかにするこ














	 研究Ⅲでは、研究Ⅱで対象とした児童養護施設入所児 3 名と担当 CW を対象
とし、◯✕記録と ABC 記録を含む「目標評価ツール（Goal Evaluation Tool：
以下，GET）」および視覚的な会議進行方針を示す「問題解決フローチャート
（Problem-Solving Chart：以下，PS チャート）」で構成される PSPS を開発
および導入して、以下の 2 点を明らかにすることを目的とした。1 点目は、






のグラフフィードバックと PS チャートによって、CW が支援目標を具体的に
設定および支援状況を説明できること、（2）継続的かつ高率で記録が行われれ
ば、ABC 記録を通して CW において新しい支援方法を計画する行動を生起さ
せることを明らかにした。一方で、外部支援者なしでの主体的な運用や入所児
の支援目標の統制などが課題として挙げられた。 
	 研究Ⅳでは、研究ⅡおよびⅢとは異なる児童養護施設入所児 2 名と全職員を
対象に、PSPS を主体的に運用できるように組織行動のアセスメントを行った



































の 4 点が挙げられた。 
